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   We experienced a case of paraurethral cyst in a 40-year-old woman. The cyst was thought to 
have derived from left Skene's duct and marsupialized. Twenty nine cases with paraurethral cyst 
in the Japanese literature are also reviewed. 






















で入 院 とな る.
現 症:外 陰 部 所 見;正 中線 よ り,や や 左側 か ら尿 道
腔 中 隔部 に 鳩 卵 大 の表 面 平 滑,弾 性 軟 の腫 瘤 が み られ
外 尿 道 口は,や や右 側 に偏 位 し,そ の 左下 方 に嚢 腫 口
と思 わ れ る部分 がみ られ るが 圧 迫 に て も排 液 は み られ
ない.右 側 のSkene氏 管 開 口部 は認 め られ た(Fig.
1).外陰 部 以外 は異 常 所 見 を 認 め な い.
検 査 成 績;末 梢血 液 所 見;'赤血 球513×1041mm3,
白血 球7,000/mm3,Hbl3.39/dl,Hta4/,血小 板






ワッセ ル マ ン反 応(一).検 尿;蛋 白(一),糖(一),
沈 渣;赤 血 球o-o-0/HPF,白 血 球0-1-O/HPF.
嚢 腫 穿刺 液 細 菌 培 養;陰 性.
レ線 検 査:IVPに て上 部 尿 路 に 異 常所 見 を 認 め な
い.排 尿時 膀 胱 尿 道 造影 で外 尿 道 口部 腫 瘤 へ の造 影 剤
の貯 留 は 認め な いが,腫 瘤 に よる外 尿 道 口部 の延 長 が
み られ る(Fig.2).









































嚢 腫 造 影:5.3x3.7cmの卵 円形 の 嚢 腫 が
造 影 され た.尿 道 との 交 通 は 見 られ な い.
混 濁 液 を 吸 引 した 後,造 影 剤 を約20cc注 入 す る と


















仲 地 ・ほ か:Skene氏 管 嚢 腫 ・Marsupialization 959
Table1.女子 傍 尿 道 嚢 腫 の 本邦 報 告 例 。






















































































































































































































































































































































傍 尿 道 嚢 腫 の 治療 は1例 を 除 い て 外科 的 に摘 除 され
て い る.自 験 例 も当 初 は 嚢 腫 穿刺 を く り返 し て い た
が,そ の うち 感 染 を きた し外 科 的 摘 除 を必 要 と した.
手 術 方 法 は 経 前 庭 的 嚢腫 摘 除 術 が12例と最 も多 い.次
い でmarsupializationが自験 例 を 含 め4例 に み られ
る(Table4).
Shirakilo)は嚢腫 の 完全 摘 除 で 良 好 な結 果 が 得 られ
,単 な る嚢 腫 穿刺 やmarcupializationは再 発 を きた
した り,満 足 のい く形 に な らな いた め,避 け るべ きだ
と述 べ て い る.し か し自験 例 の如 く比 較 的 大 き く前 庭
部 に 突 出 す る 嚢 腫 はmarsupializationも有 用 で は な
960 泌尿紀要33巻6号ig87年
いか と考 え られ る.ま た矢 崎 らll)も嚢 腫 全摘 は 困難 で
あ り,手 術 時 間 が い た ず ら に 長 く な る点 を考 慮 し て
marsupializationも有 用 と し て い る.自 験 例 は術 後
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